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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左側板（２）、前板（３）、右側板（４）、後板（５）、接続板（６）、中仕切板（７
）、貼着板（８）を折線（ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆ）を介して順次連設し、左側板（２）
、右側板（４）には、上端に折線（ｇ）を介して下内蓋（９、１０）を連設し、下端に折
線（ｈ、ｉ）を介して上内蓋（１１、１２）を連設し、前板（３）には、上端に折線（ｇ
）を介して第一下蓋（１３）を連設し、後板（５）には、上端に折線（ｊ）を介して第二
下蓋（１４）を連設し、下端に折線（ｋ）を介して、外端に折線（ｌ）を介して差込片（
１５）を連設した上蓋（１６）を連設し、中仕切板（７）には、上端に切目（Ａ）を介し
て、内外連結板（１７、１８）の間に複数本の折線（ｍ）を略平行に設けると共に、これ
ら折線（ｍ）に斜交する切込み（１９）を設けて複数の仕切片（２０）を形成した第一仕
切板（２１）を連設し、さらに中仕切板（７）には、下端に折線（ｐ）を介して、内外連
結板（２４、２５）の間に複数本の折線（ｑ）を略平行に設けると共に、これら折線（ｑ
）に斜交する切込み（２６）を設けて複数の仕切片（２７）を形成した第二仕切板（２８
）を連設したものとし、各折線および切線にしたがって各構成板を折り曲げ、所定個所を
貼着して組み立てられた包装箱（１）内において、各仕切片（２０）と各仕切片（２７）
がそれぞれ二重に重なり合って、小形容器（Ｂ）を収容する複数個の収容部（Ｘ）が形成
されるようにし、さらに前記包装箱（１）内において、切目（Ａ）が切断されて中仕切板
（７）と第二仕切板（２８）の間に張設された内連結板（１７）によって、収容部（Ｘ）
の下方に底上げ部（Ｙ）が形成されるようにしたことを特徴とする中仕切り付き包装箱。
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【請求項２】
　前記左側板（２）の幅と右側板（４）の幅、前板（３）の幅と後板（５）の幅と中仕切
板（７）の幅、接続板（６）の幅と貼着板（８）の幅は、それぞれ同一幅にして、さらに
接続板（６）の幅と貼着板（８）の幅は、左側板（２）の幅と右側板（４）の幅よりそれ
ぞれ狭く調整したものとし、前記包装箱（１）内において、中仕切板（７）と前板（３）
の間に空間部（Ｓ）が形成されるようにしたことを特徴とする請求項１記載の中仕切り付
き包装箱。
【請求項３】
　前記第一仕切板（２１）には、組み立て時に中仕切板（７）に貼着される連結片（２２
）を、折線（ｎ）を介して一端に連設し、組み立て時に後板（５）に貼着される後記連結
片（３０）に、貼着される連結片（２３）を、折線（ｏ）を介して他端に連設し、第二仕
切板（２８）には、組み立て時に中仕切板（７）に貼着される前記連結片（２２）に、貼
着される連結片（２９）を、折線（ｒ）を介して一端に連設し、組み立て時に後板（５）
に貼着される連結片（３０）を、折線（ｓ）を介して他端に連設したものとし、前記包装
箱（１）内において、前記複数個の収容部（Ｘ）のうち最も外側の二重に重なり合った仕
切片（２０）および仕切片（２７）と、接続板（６）および貼着板（８）との間にそれぞ
れ緩衝空間（Ｚ）が形成されるようにしたことを特徴とする請求項１または２記載の中仕
切り付き包装箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、薬品、化粧品、食品、飲料などを収容した複数の小形容器が、箱体内でそ
れぞれ接触するのを防止する中仕切りを付けた包装箱に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の中仕切り付き包装箱としては、箱体の一方にバイアル瓶などの小形容器
を収容する底上げを備えた複数の収容部を形成し、他方に添付文書などを収容する空間部
を形成する中仕切りを箱体と一体として設けたものが存在する（特許文献１）。
【０００３】
　このような中仕切り付き包装箱は、小形容器と添付文書などとを一緒に収容できるので
、両者が別々になって治療などに対して支障をきたすなどの事故を確実に防止することが
でき、物品の管理上、極めて有益であるとしている。
【０００４】
　さらに、前記中仕切り付き包装箱は、小形容器と添付文書というように形状や大きさの
違う両者を一緒に収容しているので、輸送などのための梱包が容易になり、包装工数の節
減をはかることができ、さらに保管のさい整理などがし易いので、管理費用の低減をはか
ることができるとしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実開平７－９７１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記従来の中仕切り付き包装箱では、例えば箱体を落下させるなどする
と、箱体の両端部、すなわち複数の小形容器を収容している両端に位置する収容部が、落
下面などに当たって衝撃を受け易く、この両端に位置する収容部に収容している小形容器
が破損し易いという問題点を有していた。
【０００７】
　さらに、上記従来の中仕切り付き包装箱では、小形容器を収容する複数の収容部間の仕
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切りが一重構造であるため、衝撃吸収性が弱く、前記したのと同様に箱体を落下させるな
どして衝撃が加えられると、両端の収容部に収容している小形容器以外の小形容器、すな
わち中央寄りの収容部に収容している小形容器も破損しかねないという課題を有してした
。
【０００８】
　そこで、この発明は、上記従来の問題点を解決することを課題としており、箱体の両端
部の収容部の衝撃吸収性を高めると共に、箱体の両端部以外の収容部の衝撃吸収性も高め
、しかも自動製函機（サックマシン）で生産することのできる中仕切り付き包装箱を提供
することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明の中仕切り付き包装箱は、左側板２、前板３、右側板４、後板５、接続板６、
中仕切板７、貼着板８を折線ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆを介して順次連設し、左側板２、右
側板４には、上端に折線ｇを介して下内蓋９、１０を連設し、下端に折線ｈ、ｉを介して
上内蓋１１、１２を連設し、前板３には、上端に折線ｇを介して第一下蓋１３を連設し、
後板５には、上端に折線ｊを介して第二下蓋１４を連設し、下端に折線ｋを介して、外端
に折線ｌを介して差込片１５を連設した上蓋１６を連設し、中仕切板７には、上端に切目
Ａを介して、内外連結板１７、１８の間に複数本の折線ｍを略平行に設けると共に、これ
ら折線ｍに斜交する切込み１９を設けて複数の仕切片２０を形成した第一仕切板２１を連
設し、さらに中仕切板７には、下端に折線ｐを介して、内外連結板２４、２５の間に複数
本の折線ｑを略平行に設けると共に、これら折線ｑに斜交する切込み２６を設けて複数の
仕切片２７を形成した第二仕切板２８を連設したものとし、各折線および切線にしたがっ
て各構成板を折り曲げ、所定個所を貼着して組み立てられた包装箱１内において、各仕切
片２０と各仕切片２７がそれぞれ二重に重なり合って、小形容器Ｂを収容する複数個の収
容部Ｘが形成されるようにし、さらに前記包装箱１内において、切目Ａが切断されて中仕
切板７と第二仕切板２８の間に張設された内連結板１７によって、収容部Ｘの下方に底上
げ部Ｙが形成されるようにしている。
【００１１】
　さらに、この発明の中仕切り付き包装箱は、前記左側板２の幅と右側板４の幅、前板３
の幅と後板５の幅と中仕切板７の幅、接続板６の幅と貼着板８の幅は、それぞれ同一幅に
して、さらに接続板６の幅と貼着板８の幅は、左側板２の幅と右側板４の幅よりそれぞれ
狭く調整したものとし、前記包装箱１内において、中仕切板７と前板３の間に空間部Ｓが
形成されるようにしている。
【００１２】
　また、この発明の中仕切り付き包装箱は、前記第一仕切板２１には、組み立て時に中仕
切板７に貼着される連結片２２を、折線ｎを介して一端に連設し、組み立て時に後板５に
貼着される後記連結片３０に、貼着される連結片２３を、折線ｏを介して他端に連設し、
第二仕切板２８には、組み立て時に中仕切板７に貼着される前記連結片２２に、貼着され
る連結片２９を、折線ｒを介して一端に連設し、組み立て時に後板５に貼着される連結片
３０を、折線ｓを介して他端に連設したものとし、前記包装箱１内において、前記複数個
の収容部Ｘのうち最も外側の二重に重なり合った仕切片２０および仕切片２７と、接続板
６および貼着板８との間にそれぞれ緩衝空間Ｚが形成されるようにしている。
【発明の効果】
【００１３】
　この発明の中仕切り付き包装箱は、箱体の収容部の両端外側に空間部を形成したものと
したので、この両端に位置する収容部の衝撃吸収性を高めることができ、この収容部に収
納した小形容器が破損し難いものとなった。
【００１４】
　そして、この発明の中仕切り付き包装箱は、小形容器を収容する複数の収容部間の仕切
りを各々二重構造にしたので、両端以外に位置する収容部の衝撃吸収性も高めることがで
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き、この両端以外に位置する収容部に収容した小形容器も破損し難いものとなった。
【００１５】
　さらに、この発明の中仕切り付き包装箱は、自動製函機（サックマシン）で生産できる
ので、量産化がし易いものとなった。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】この発明の中仕切り付き包装箱の展開した状態を示す表面図である。
【図２】この発明の中仕切り付き包装箱の展開した状態を示す裏面図である。
【図３】この発明の中仕切り付き包装箱の中仕切板とその近辺を示す裏面拡大図である。
【図４】この発明の中仕切り付き包装箱を図２に示す状態から組み立てる順序を示す説明
図である。
【図５】この発明の中仕切り付き包装箱を図４に示す状態から組み立てる順序を示す説明
図である。
【図６】この発明の中仕切り付き包装箱を図５に示す状態から組み立てる順序を示す説明
図である。
【図７】この発明の中仕切り付き包装箱を図６に示す状態から組み立てる順序を示す説明
図である。
【図８】この発明の中仕切り付き包装箱を図７に示す状態から組み立てる順序を示す説明
図である。
【図９】この発明の中仕切り付き包装箱を図８に示す状態から組み立てる順序を示す説明
図である。
【図１０】この発明の中仕切り付き包装箱を図９に示す状態から上下逆にした状態を示す
説明図である。
【図１１】図９に示す状態のこの発明の中仕切り付き包装箱の中央水平断面図である。
【図１２】図１０に示す状態のこの発明の中仕切り付き包装箱の中央水平断面図である。
【図１３】この発明の中仕切り付き包装箱に小形容器を収容した状態を示す斜視図である
。
【図１４】この発明の中仕切り付き包装箱に小形容器を収容した状態を示す一部切欠き拡
大斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、この発明の中仕切り付き包装箱を実施するための形態を、図面に基づいて詳細に
説明する。
【００１８】
　図１はこの発明の中仕切り付き包装箱の展開した状態を示す表面図であり、図２はこの
発明の中仕切り付き包装箱の展開した状態を示す裏面図である。
【００１９】
　この発明の中仕切り付き包装箱１は、図２において、左側板２、前板３、右側板４、後
板５、接続板６、中仕切板７、貼着板８を折線ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ、ｆを介して横一方向
に順次連設している。なお、左側板２の幅と右側板４の幅、前板３の幅と後板５の幅と中
仕切板７の幅、接続板６の幅と貼着板８の幅は、それぞれ同一幅にしている。さらに、接
続板６の幅と貼着板８の幅は、左側板２の幅と右側板４の幅よりそれぞれ狭く調整してお
り、これら接続板６の幅と貼着板８の幅の調整によって、後に述べる組み立て時の空間部
Ｓの幅調整が行えるようにしている。また、貼着板８は、組み立て時において右側板４に
貼着し易くなるように、その中央の大部分を図中裏側方向にその板厚分程度、盛り上げた
ものとしている。
【００２０】
　さらに、左側板２、右側板４には、上端に折線ｇを介して方形状の下内蓋９、１０を連
設し、下端に折線ｈ、ｉを介して方形状の上内蓋１１、１２を連設し、前板３には、上端
に折線ｇを介して第一下蓋１３を連設している。
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【００２１】
　また、後板５には、上端に折線ｊを介して第二下蓋１４を連設し、下端に折線ｋを介し
て、外端に折線ｌを介して差込片１５を連設した上蓋１６を連設している。
【００２２】
　そして、中仕切板７には、上端に切目Ａを介して、内外連結板１７、１８の間に複数本
（図面では５本）の折線ｍ・・・を所要等間隔で略平行に刻設すると共に、これら折線ｍ
・・・に斜交する切込み１９・・・を設けて複数（図面では６個）の仕切片２０・・・を
形成した第一仕切板２１を連設している。また、第一仕切板２１には、組み立て時に中仕
切板７に貼着される連結片２２を、折線ｎを介して一端に連設し、組み立て時に後板５に
貼着される後記連結片３０に、貼着される連結片２３を、折線ｏを介して他端に連設して
いる。
【００２３】
　さらに、中仕切板７には、下端に折線ｐを介して、内外連結板２４、２５の間に複数本
（図面では５本）の折線ｑ・・・を所要等間隔で略平行に刻設すると共に、これら折線ｑ
・・・に斜交する切込み２６・・・を設けて複数（図面では６個）の仕切片２７・・・を
形成した第二仕切板２８を連設している。また、第二仕切板２８には、組み立て時に中仕
切板７に貼着される前記連結片２２に、貼着される連結片２９を、折線ｒを介して一端に
連設し、組み立て時に後板５に貼着される連結片３０を、折線ｓを介して他端に連設して
いる。
【００２４】
　また、第一仕切板２１に刻設した複数本の折線ｍ・・・と、第二仕切板２８に刻設した
複数本の折線ｑ・・・とは、それぞれが同一直線上にあるようにするか、または少しずら
せた位置になるようにし、組み立て時に仕切片２０・・・と仕切片２７・・・とが二重に
重なるようにしている。すなわち、前記折線ｍ・・・と折線ｑ・・・とは、それぞれが同
一直線上にあるようにすれば、前記仕切片２０・・・と仕切片２７・・・とが隙間を持つ
ことなく二重になるが、それぞれが少しずらせた位置になるようにすれば、前記仕切片２
０・・・と仕切片２７・・・とが隙間をもって二重になる。このように前記仕切片２０・
・・と仕切片２７・・・とが隙間をもって二重になるようにすれば、その隙間によってよ
り緩衝性に優れたものになる。
【００２５】
　なお、図中の網かけで示した部分は貼着部Ｐである。この貼着部Ｐは、適当な糊を塗布
するなどして、貼着性を有するものとしている。
【００２６】
　次に、この発明の中仕切り付き包装箱１の組み立て順序について、詳細に説明する。
【００２７】
　先ず、図４に示したように、第一仕切板２１を切線Ａにしたがって内側に折り曲げて、
外連結板１８および連結片２２をそれぞれ中仕切板７に貼着部Ｐで貼着する。
【００２８】
　続けて、図５に示したように、第二仕切板２８を折線ｐにしたがって内側に折り曲げて
、内連結板２４を前記外連結板１８に貼着部Ｐで貼着すると共に、外連結板２５を前記仕
切片２０・・・のそれぞれの貼着部Ｐに貼着する。
【００２９】
　そして、図６に示したように、中仕切板７を折線ｅにしたがって内側に折り曲げて、第
二仕切板２８の外連結板２５を貼着部Ｐで後板５に貼着する。
【００３０】
　続けて、図７に示したように、後板５を折線ｃにしたがって内側に折り曲げて、貼着板
８を貼着部Ｐで右側板４に貼着する。
【００３１】
　さらに、図８に示したように、左側板２を折線ａにしたがって内側に折り曲げて、この
左側板２を接続板６の貼着部Ｐに貼着する。
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【００３２】
　すると、この発明の中仕切り付き包装箱１は、図８に示した状態では偏平状に折り畳ま
れたものとなっているので、輸送、保管などの際、場所をとらず、非常に便利なものとな
る。
【００３３】
　次に、図８の状態において、中仕切り付き包装箱１の両端に斜め方向の力を加えると、
切目Ａが切断されて中仕切板７が幅方向の中間部に張設され、図９、１０に示したように
、中仕切り付き包装箱１は偏平箱状から方形箱状となり、図１１、１２に示したように、
この包装箱１内の中仕切板７の一方（後板５側）に、各仕切片２０・・・と各仕切片２７
・・・がそれぞれ二重に重なり合って、小形容器Ｂを直立収容する複数個の収容部Ｘ・・
・が形成されるようにしている。
【００３４】
　そして、前記包装箱１内において、切目Ａが切断されて中仕切板７と第二仕切板２８の
間に張設された内連結板１７によって、収容部Ｘ・・・の下方には底上げ部Ｙ（図１３、
１４参照）が形成され、中仕切板７の他方（前板３側）には、この中仕切板７と前板３の
間に空間部Ｓが形成されるようにしている。
【００３５】
　さらに、前記包装箱１内において、複数個の収容部Ｘのうち最も外側の二重に重なり合
った仕切片２０および仕切片２７と、接続板６および貼着板８との間にそれぞれ緩衝空間
Ｚが形成されるようにしている。
【００３６】
　なお、図９、１０の状態から、折線ｇにしたがって内側に折り曲げられた両下内蓋９、
１０の上に、折線ｇにしたがって内側に折り曲げられた第一下蓋１３を重合させ、折線ｊ
にしたがって内側に折り曲げられた第ニ下蓋１４を第一下蓋１３に重合させ、第一下蓋１
３の貼着部Ｐに貼着し、二重の下蓋とする。
【００３７】
　また、折線ｈ、ｉにしたがって内側に折り曲げられた両上内蓋１１、１２の上に、折線
ｋにしたがって内側に折り曲げられた上蓋１６を重合させて、折線ｌにしたがって内側に
折り曲げられた差込片１５を、両上内蓋１１、１２と前板３との間隙に挿入すれば、この
発明の中仕切り付き包装箱１が組み立てられる。
【００３８】
　このようにして組み立てられたこの発明の中仕切り付き包装箱１は、上蓋１６を開いて
、図１３、１４に示したように、各収容部Ｘ・・・にそれぞれ小形容器Ｂを挿入して底上
げ部Ｙの上に配置することができ、空間部Ｓには添付文書や使用説明書、各種の付属品な
どを収容することができる。
【００３９】
　この場合、各収容部Ｘ・・・は、下方に底上げ部Ｙが形成され、各収容部Ｘ・・・どう
しの間は仕切片２０および仕切片２７で二重になっており、両端の収容部Ｘと接続板６お
よび貼着板８との間にはそれぞれ緩衝空間Ｚが形成されているので、各収容部Ｘ・・・に
収容された小形容器は破損し難いものとなる。
【００４０】
　また、前記した組み立て順序において、この発明の中仕切り付き包装箱１は、折線ａ～
ｓを縦方向と横方向に直交するように折り曲げればよいので、自動製函機（サックマシン
）で生産できるものとなり、量産化がし易いものとなる。
【符号の説明】
【００４１】
　１　包装箱
　２　左側板
　３　前板
　４　右側板
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　５　後板
　６　接続板
　７　中仕切板
　８　貼着板
　９　下内蓋
　１０　下内蓋
　１１　上内蓋
　１２　上内蓋
　１３　第一下蓋
　１４　第二下蓋
　１５　差込片
　１６　上蓋
　１７　内連結板
　１８　外連結板
　１９　切込み
　２０　仕切片
　２１　第一仕切板
　２２　連結片
　２３　連結片
　２４　内連結板
　２５　外連結板
　２６　切込み
　２７　仕切片
　２８　第二仕切板
　２９　連結片
　３０　連結片
　ａ～ｓ　折線
　Ａ　切目
　Ｂ　小形容器
　Ｓ　空間部
　Ｘ　収容部
　Ｙ　底上げ部
　Ｚ　緩衝空間
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